
当社は重要文化財「聴竹居」の保存・公開・活用を行
うとともに、3つの企業財団「公益財団法人竹中育英
会」「公益財団法人竹中大工道具館」「公益財団法人
ギャラリーエークワッド」と連携して、建築文化の発信
をはじめとするメセナ活動を推進しています。

重要文化財「聴竹居」の一般公開
この建物は京都府大山崎町に遺る昭和初期を代表する木造
モダニズム住宅です。当社設計組織の黎明期に在籍後、京
都大学教授となった故・藤井厚二が、住宅の改良を重ねな
がら建てた5回目の自邸です。当社は、2016年末に「聴竹居」
を取得し、2017年に国の重要文化財に指定され、地元との
連携・協力のもと、地域一体となった建築文化の醸成と発信
に努めています。
2018年からは、文化庁、京都府、大山崎町の指導と国庫

補助を受けながら、当社は事業主として、災害復旧、保存修
理、 防災施設、外構庭園などの整備事業を進めてきました。
　 2023年春に一連の整備事業を完了し、現在、ほぼ竣工
当時の姿に甦らせた「本屋・閑室・茶室」の3つの建物と庭園
の全館を予約制で公開しています。見学では地元スタッフに
よる熱意あふれる解説を愉しむことができます。
　 一般社団法人聴竹居倶楽部

企業財団のグローバルな活動と相互連携
当社は大工道具館、ギャラリーエークワッド、育英会の3財
団の活動支援を通じて、「伝統技術の伝承」「建築文化の発
信」「未来を担う人材の育成」など、過去・現在・未来をつな
ぐメセナ及び育英事業を展開しています。
大工道具館はこれまで海外展示を行ってきており、2023年
から2024年にかけてはフランス・パリと米国ロサンゼルスで
日本の伝統建築を普及する特別展を実施しました。育英会

とギャラリーは、教育普及をテーマに、2023年に「本のある
風景展」、2024年に「アウドルフのナチュラリスティックガー
デン展」などを共催しました。また、各財団は設立趣旨を踏
まえ、SDGsの示す社会課題の解決にも取り組んでいます。

公益財団法人竹中育英会　
1961年に設立した竹中育英会は、創設者であり初代理事
長である竹中藤右衛門の「感恩報謝」の理念のもと、青少年
の育成と教育の深耕を図ることを趣旨に、返済不要の奨学金
給付事業をはじめ、建築分野への研究助成や、ハンディ
キャップフィールドへの研究助成・教育設備助成を行ってい
ます。2023年には60周年記念事業として、東京に環境に配
慮した　 新学生寮を完成させ地域貢献の場としています。
　 竹中育英会

公益財団法人竹中大工道具館　　
1984年、神戸元町に「大工道具を収集・保存し、研究や展
示を通じて工匠の精神や大工道具鍛冶心を後世に伝えてい
く」ための施設として開設されました。2014年に新神戸駅
近くに移転し、木の香りにあふれる和風建築の博物館に、日
本の伝統文化に関心がある外国人を含め多くの見学者が訪

れています。教育支援にも力を入れており、出張授業や実習
生受け入れなどを行っています。
　 竹中大工道具館

公益財団法人ギャラリーエークワッド 　
2005年に竹中工務店東京本店社屋1階に「建築の愉しみ
方、芸術性や文化性」を発信する場として開設し、自主企画
による展示を中心に行ってきました。建築文化をデザインや
技術、自然や環境、暮らしや生き方、教育、科学、街づくりな
ど、より広い視点で捉えることで、人々の身近な課題と建築
との親和性を深め、未来への視座をもって、より豊かな社会
形成に寄与することを目指しています。
　 ギャラリーエークワッド

詳細はこちら
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本社及び各本支店において、拠点事務所を中心とし
た地域のイベントへの参加・協力、地元の学校・大学
などでの授業・講義などを行っています。また、竹中
工務店では、地域貢献事例をいつでも収集できるよう
にしています。優れた地域貢献活動については、毎年
6月に表彰しています。

本支店における地域貢献活動の推進
全国の本支店、関連会社を主体とした地域貢献活動を推
進・支援しています。
地域貢献の主な例として、ペットボトルキャップの収集・寄

付、地域企業への施設の貸与、大学・高校への出張講義・授
業、事業所近隣の植樹や清掃活動への参加、作業所やオ
フィスの見学会の開催や見学者の受け入れ、地域のお祭り
やイベントへの参加・協賛、カレンダーや非常食の寄付、作
業所仮囲への子どもたちの絵の掲示や花の設置など多岐に
わたります。
年によって変動はあるものの、近年では年間300件近い活
動事例が登録されています。これらの活動事例は、各本支
店からはCSR・コンプライアンスリーダーを経由して、竹中
工務店ではオリジナルの登録システムUnitBaseを用いて、
関連会社からはメールにて本社で集約します。登録された
活動概要は、イントラネット上で誰でも閲覧できるようにす

るとともに、四半期ごとに全従業員に対して、地域貢献活動
事例の登録を促す連絡文書を発行して、地域貢献活動への
啓発を図っています。

本社におけるイベントへの参加
現在、東京本店、本社の入っている竹中セントラルビル、グ
ループ会社が主に入っているセントラルビル・サウスのある
　 東京都江東区のイベントに、継続的に協賛・参加して、
ワークショップなどを開催しています。ワークショップの収益
は、国内の森林の健全化などを目的とする公益社団法人国
土緑化推進機構の　 「緑の募金」に寄付しています。

江東区環境フェア
　 江東区環境フェアは、近隣住民を対象に毎年6月に、江
東区の環境学習情報館「えこっくる江東」において開催され
る、環境をテーマとしたイベントです。
木の使用が森林の活性化、CO2削減につながることから、当
社ブースでは、木を使った「組子コースターづくり」ワーク
ショップを行っています。「組子」とは、精密な加工をした木
材を、釘を使わずに幾何学的な文様に組み付ける伝統木工
技術で、ワークショップでは、木曽のヒノキを素材とした組子
キットから、コースターを組み上げていきます。このキットは、
公益財団法人竹中大工道具館の協力を得て提供しているも
のです。
ブース内では、当社のサー
キュラーエコノミー（サー
キュラーデザインビルド®）
の取り組みもポスターで
紹介しました。

環境貢献・社会貢献賞表彰　
毎年6月を「竹中グループ環境月間」として、外部有識者を
招いての環境講演会の開催や啓発ポスターの掲示など、
様々な活動を行っています。その一環として、　 「環境・社
会貢献賞表彰」があり、「環境貢献賞」と合わせて、地域社会
に多大な貢献をした活動に対して「社会貢献賞」を表彰して
います。応募された地域・社会貢献活動の中から、竹中工務
店およびグループ会社役員による厳正な審査を経て選ばれ
た優秀な活動には、竹中工務店社長から「社会貢献活動優
秀賞」を授与しています。
表彰式では、賞状と副賞の授与ののち、受賞者が受賞に至っ
た活動内容を紹介しています。この様子はWEBでリアル
タイムに全従業員に対して配信しており、地域・社会貢献へ
のさらなる啓発に努めています。

社会貢献

地域貢献活動

建築専攻の大学生による作業所見学

優秀賞受賞者による
受賞活動の紹介と
賞状の授与

環境フェアにおける竹中工務店のブース
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